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初代農事試験場長：沢野 淳の銅像

企画調整部 情報資料課

独立行政法人農業環境技術研究所の歴史は、

明治26年（1893）に設立された農商務省農事試験

場に始まる。今から109年も前のことである。最

初の農事試験場は、種芸部・煙草部・農芸化学

部・病理部・昆虫部・報告部・庶務部から構成

された。その後、国民に食料を供給するための

研究所として、長い年月をかけて着実に発展し

てきた。

誕生から57年の歳月を経た農事試験場は、昭

和25年（1950）に農業技術研究所に改組され、新

たな組織は、生理遺伝部・物理統計部・化学部

・病理昆虫部・経営土地利用部・農業土木部・

園芸部・家畜部・畜産化学部・庶務部から構成

された。この組織は社会の変遷に伴って、11年

後の昭和36年（1961）には園芸部および農業土木

部が、それぞれ園芸試験場および農業土木試験

場へと分化し、専門の研究所へ発展した。その

結果、農業技術研究所には、生理遺伝部・物理

統計部・化学部・病理昆虫部・経営土地利用部

・庶務部が残ることになった。

その後、22年の歳月を経た農業技術研究所は

再び変貌し、農業環境技術研究所と農業生物資

。源研究所と農業研究センターに分化していった

今から19年前の昭和58年（1983）12月のことであ

る。この農林水産省農業環境技術研究所は、農

業生産環境を含む農業環境の制御・保全・利用

に関する先導的・基盤的技術開発を行う機関と

して発足し、17年と４ヶ月の歳月を経てその役

目をひとまず終えた。しかし、平成13年４月に

新しく独立行政法人農業環境技術研究所として

甦生した。

この歴史の変遷を百年以上も静かに眺めてい

た存在がある。誰あらん。それは明治26年に農

事試験場の初代場長となった沢野 淳の胸像で

沢野 淳 銅像

（写真提供：福士定雄 ）元農業環境技術研究所職員

ある。東京都は北区西ヶ原の農業技術研究所の

玄関に、厳めしい面構えで前方を見据えている

髭の紳士の胸像があったことを記憶されている

関係者も多いであろう。

西ヶ原から筑波研究学園都市に移転した農業

技術研究所は、沢野 淳の胸像を大会議室の正

面左側に据えた。その胸像は、農業技術研究所

が農業環境技術研究所へ変遷する姿を静かに眺

めていた。しかし、農業研究センターにギャラ

リーができ、そこに多くの農業関係の資料が集

まるのを横目に眺めていたが、このギャラリー

こそ農業全般を見渡すのに最適な場所であるこ

とから、平成８年（1996）に農業環境技術研究所

。から農業研究センターのギャラリーに移された

この胸像は、いまでも悠然とした姿でギャラリ

ーに鎮座している。
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（ ） （ ）沢野 淳は安政６年 1859 摂州三田 さんだ

。 。に生まれた 氏は農事試験場の創設を力説した

また、わが国固有の農業法（老農技術）を取り入

れ、農学の研究をもって改進の道を講ずれば、

わが国の農業は大いにその実を挙げることがで

きると説いた。氏は、明治16年（1883）２月に駒

場農学校を卒業（第３回卒業生）後、母校に勤

務した。

その後、農商務省農務局に転じ、明治19年

（1886）から東京府下で民有地を借り入れ稲・

麦・油菜等の試験を開始した。これが重要穀菜

試作地である。さらに、明治22年（1889）にはド

イツ・フランス・アメリカ・インドへ出張し、

先進国の農事試験の実状を調査した。

帰国後、明治23年（1890）に農務局第一課長と

第五課長を兼務した。そのとき、北豊島郡西ヶ

ha a原農商務省用地内に畑 と近傍の民有田40２

を借りこれを試作地とした。これが農務局仮試

験場農事部である。次いで明治25年（1892）に、

農事試験場予算が議会で可決され、翌1893年農

事試験場が設置された。本場を東京西ヶ原に、

支場を大阪・宮城・石川・広島・徳島・熊本の

６カ所に置き、沢野は初代農事試験場長に任命

された。

明治36年（1903）５月、第５回内国勧業博覧会

審査のため大阪に出張中、病に罹って没した。

享年45歳であった。しかし沢野 淳初代場長の

胸像は、いまもわが国の農業の行く末と後輩の

姿を「つくばリサーチギャラリー （つくば市」

観音台 ）で静かに見守っている。３－１－１
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